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第３回竹フォーラム（福岡大学）

井上正文（大分大学）

竹の建築への利用
に関する技術開発

自己紹介（1950年久留米市生まれ・福岡育ちで 大分在住３５年）

大分大学工学部福祉環境工学科／建築コース

教授 井上正文（工学博士・１級建築士）
（産学連携推進機構副機構長、
昨年９月まで４年間 工学部長）

専 門：木質構造学・木質材料学・建築構造学

テーマ：木材接合技術・木造住宅の耐震性向上
竹材の利用技術等

社会貢献活動：（公社）大分県建築士会会長
大分県建築審査会会長、日本建築学会九州支部構造委員長

（一財）大分県建築住宅センター理事
アジア竹文化フォーラムおおいた 副代表 等

■研究のコンセプト

○安全・安心の建築づくり

○地球環境保全
∥

いかに多くの木材や
竹材を使うか？

■研究のコンセプト

○安全・安心の建築づくり

○地球環境保全
∥

いかに多くの木材や
竹材を使うか？

○大分はマダケ生産日本一
地域のお役に立ちたい！

○放置竹林の増加（竹林は悪者？）

○竹も炭素の塊です
竹材利用は地球環境保全

○大分には竹利用技術の蓄積が･･･
大分県産業科学技術センター
大分県竹工芸・訓練支援センター

北海道・東北 1％

関東
11％

中部4％

九州他県
18％

四国7％

中国8％

近畿4％

竹材生産量
全国

８．６万トン

大分
21％

鹿児島
26％

マダケ
19％

マダケ
1％

モウソウ
25％

モウソウ
2％

大分県竹工芸・訓練支援センター



2

■竹の強度は

鉄の半分！
■３～５年で

成竹に！
竹は理想の
傾斜系材料

割竹の引張強度を
実際に調べてみると・・・

～竹の（引張）強度は
鉄の強度の半分～

１本の丸竹１本の丸竹
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試験片採取方法試験片採取方法

（単位：mm）

引張強度と試験片形状の関係引張強度と試験片形状の関係
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Pmax：最大荷重
b：竹材の試験部幅
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写真７

竹材によるスギ梁の補強

竹筋橋竹筋橋

（熊本県小国町）

旧宮原線（恵良～小国）

掩体壕
和霊小学校プール（宇和島市）

S1B4-C試験体の破壊性状S1B4-C試験体の破壊性状 各試験体の荷重－中央変位関係各試験体の荷重－中央変位関係
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本接合法
概略 ④ 込み栓を

　 打ち込む
③ 枝管を外す

接着剤

接合金物
S-type

充填材

② 目視により接着剤
　 の充填を確認

接着剤

枝管

接合金物
T-type

① 接着剤注入

充填材

04.05.10 建築構法

写真５

丸竹接合技術を用いた椅子

目視により接着剤
の充填を確認

接着剤

コーキングガン

枝  管

込み栓を打ち込む枝管を外す

木材

施工手順

O



5

接合具（ｺﾈｸﾀｰ）
の進化・鋼製接合具

小径竹材を用いた接合具

竹集成材を用いた接合具

■竹製接合具とは

②目視により
　接着剤の
　充填を確認

接着剤

枝管

①コーキングガンにより
　接着剤を注入

④込栓を打ち込む③枝管を外す

木材

竹コネクター

接合のメカニズム

最大耐力（継手接合部）
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産
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竹製接合具の開発

新産業創出重点
研究開発事業（研究

開発）

平成１２年

平成１７年
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西日本新聞2005.1.30

長久手日本館に使われたエコ技術の数々

Bamboo cage Bio plastic Insulation wall Insulation made 

from bamboo fiber

Bamboo grass green wall Bamboo roof tile Plywood downpipe 竹接合具を梁-柱接合部に使用

６万本使用

長久手日本政府館
（束ね柱）
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外観

大分大学に届いた束ね柱 生協と教養棟間の広場
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竹の強度を鉄の強度
並みにできないか？

～圧密技術の適用～

圧密技術と
は・・・

木or竹

圧力+熱

圧力+熱

すると

ぺちゃんこの
木材（竹）ができる

特徴：強度→大
剛性→大

短所（？！）：

元に戻ろうとする！

竹

竹

竹
横
拘
束

横
拘
束

圧縮

圧密化

圧密前 圧密後

圧密竹コネクター

原材料に竹ひごを用いることにより製作方法の簡略化に成功

竹ラミナ 竹ひご

各種素材試験において優れた強度性能が得られた
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研究概要

鋼製シアプレート 木質系シアプレート

木質構造において用いられる金物接合具である
鋼製シアプレートを木質系材料のシアプレートに
置き換えた木質構造接合法の提案
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木質接合具に代替することによるメリット

①リサイクル率の向上
建築廃棄物処理の問題の解決
解体時に木材との同時切削可能

②接合具の軽量化（鋼製の約１／５以下の重量）
接合部での応力，基礎の負担
スラスト，地震力などの低下

③結露などによる木質部材の劣化を避けられる

圧密スギ

圧密竹合板

構造用合板

圧密竹LVL

木質系シアプレート

破壊した試験体

この部分にシアプレートがある。

竹材の建築部材への利用
の課題

①竹の耐久性

②建築基準（法）の壁

竹宵（臼杵） 竹楽（竹田）
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同志社大学
（竹の高度利用研究センター）

藤井透 教授のグループ

竹繊維の利用
++++++++++++++++++++       
竹炭・竹酢・バイオマス利用・
竹粉利用・タケノコ・工芸品・・・

①アジア竹文化フォーラム
おおいた（代表：貞包博幸氏）

②竹資源利活用フォーラム
（会長：内村悦三氏）

③ＩＮＢＡＲ（International
Network of Bamboo and Rattan）


